
郷土の古文書 
「その５ 入会

いりあい

山争論（１）」 
 解説  
「入会」とは一村または複数の村の人々が一箇所の山林、原野、河川敷などを共同で利用することをいい、その土地を｢入会地｣といいました。

｢入会地｣は萱山、秣場(山)などとも呼ばれ、家畜の飼料、田畑の肥料、食料にする山菜、屋根に使う萱、燃料の薪炭、道や橋の用材等、村人

が生活のために、そこから得ていたものは実に多彩でした。殊に、当時の農業は、草を刈り取って畑に敷き込む｢刈敷
（かりしき）

｣(当地方ではカッチキ、

またはカッポシと言った)が主な肥料でした。 

 近世初頭の秋留台地はほとんどが開発され、耕地の拡大とともに秣場の不足は増していきました。 

 

 この古文書①は、江戸時代初期に

大久野村
お お ぐ の む ら

にある入会山について、伊奈村
い な む ら

との争論がおこり、それに対して大目付

宮城越前守他５名より下された裁許状の

写しです。 

 これによると、大久野村の者の言い分

は不分明であり、幸神山のみかん沢のと

ころの、昔からある百姓の立山
たてやま

を除いた

ところは前々の通り入会山として使って

よいと言われたのです。 

 この裁許を受けて、伊奈村の惣百姓が

連印をして、伊奈村名主庄兵衛と取交わ

した文書の写しが②です。
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